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福祉用箸「箸ぞうくん」 食事用はさみ「楽食ハサミ」

　奈良県工業技術センターでは、人間工学やユニバーサルデザインの技術を活用した製品開
発の支援を推進しています。
　たとえば、福祉用箸は、けがや病気などで手が不自由な時でも、麺類や和食などスプーン
では食べられないものを含めて無理なく食事ができる箸です。平成17年度から技術相談等
継続的な支援により商品化されました。
　また、食事用はさみは、歯が弱くなった方、例えば高齢者が、肉などの比較的固い・大
きい食べ物を自分の食べやすい形や大きさに切ることによって、快適な食事が可能となる新
しいカトラリー（フォーク・スプーン・ナイフなどの総称）です。平成18年度受託研究開
発を経て商品化されました。

（お問い合せ：機械・電子・情報技術チーム）
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1．はじめに
　近年、機械部品、日用品、容器等に樹脂成

形品が広く使われ、要求される性能も、ます

ます高度なものになってきています。そのた

め、今まで使用していなかったような素材、

すなわちプラスチックに他の高分子材料・無

機材料等、複数の材料によって機能性を付加

した複合材料など様々な素材を開発していく

必要があります。また優れた複合材料を開発

するためには元の材料や複合材料の状態を評

価する必要があります。　　

　こうした背景のもと、平成19年度に奈良県

工業技術センターでは、複合材料の試作開発・

評価を行う設備として「複合材料製造装置」、

「表面状態評価装置」の2点の備品を導入し

ましたのでご紹介します。

2．新規設備の特徴
　2－1　複合材料製造装置
　複合材料製造装置とは、二軸押出機のこと

で、プラスチック材料に様々なフィラー等の

材料を混練分散し、複合材料を製造するため

の装置です。

　この装置のスクリュー長さ/径の比率（D/L）

が60と大きく、スクリューデザインも高混練

用を備えているため、材料の混練時の剪断力

が大きく、高い混合効果が期待出来ます。ま

た二軸回転数も最大1200r.p.mと高速回転に

対応しているため、製造時間の短縮にもつな

がります。

　ストランド冷却装置は水冷式の他、空冷式

ベルトコンベアも付属しているため、水冷の

出来ない材料の利用も可能です。

　次に複合材料製造装置の型式や主な仕様を

ご紹介します。

複合材料製造装置の主な仕様
メーカー名：(株)テクノベル

型式：同方向回転完全噛歯型二軸押出機
　　　KZW25TW-60MG-NH(-1200)

仕様
・スクリュー外径：   φ25mm

・スクリューL／D： 60

・駆動電動機: 22kWインバーターモーター

・スクリュー回転数：最高1200rpm

・シリンダー耐圧：10MPa以上

・シリンダー材質：SACM645

・スクリューデザイン：　高混練仕様×1

　　　　　　　　　　　　中混練仕様×1　　

・ベントポート：3ベント（予備2個）

・シリンダー加熱方式：真鍮鋳込みヒーター  

　　　　　　　　　　　 （450℃最高設定）

・ペレタイザ，冷却水槽，空冷式ベルトコンベ

　ア付属　

新 規 設 備 紹 介

繊維・高分子技術チーム　総括研究員　植村　哲

複合材料製造装置の外観

－プラスチック関連新規設備紹介－

2 技術の相談はお気軽に奈良県工業技術センターへ　�０７４２-３３-０８１７
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　特許情報活用支援アドバイザーは、各都道府県（一部地域を除く）の知的所有権センター等に常駐
し、特許電子図書館（ IPDL ）の利用方法や企業の特許戦略に必要な特許情報検索の基礎知識から
高度な活用法までの幅広いご要望にお応えしています。また、積極的に企業訪問を行っているほか、
ご要望に応じて出張相談・説明会での講演等も行っています。
　奈良県でも、奈良県知的所有権センターにおいて特許情報活用支援アドバイザーが主に次のサポー
ト活動を行っています。
■奈良県知的所有権センターにおいて、特許情報活用方法などの相談を受けアドバイスを行うほか、
　企業を訪問して、相談に対応しています。
■特許電子図書館（IPDL）の利用方法等の特許情報講習会を開催しています（次ページ参照）。また、
　社内研修の講師をお受けしています。

　特許電子図書館では、明治以来特許庁が発行してきた特許・実用新案・意匠・商標に関する公報の
閲覧が可能です。また、近年の審査経過情報も閲覧できます。次のような場合にご利用下さい。
●従来技術を調査したい、●特許等の最新情報を入手したい、●他社の権利との抵触調査をしたい、
●先願・先登録の商標を調査したい、●称呼類似の先願・先登録商標を調べたい

　パテントファミリーなどの外国特許の出願状況を把握するには、欧州特許庁のesp@cenetという無
料データベースを利用すると便利です。このデータベースの使用方法についても特許情報活用支援ア
ドバイザーが案内します。

【お問い合せ先】
〒630-8031 奈良市柏木町129-1（なら産業活性化プラザ、社団法人 発明協会 奈良県支部内）

　　　奈良県知的所有権センター     特許情報活用支援アドバイザー  島 本 勇 治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0742-33-0863　FAX 0742-34-6215

「特許情報活用支援アドバイザー」の業務紹介

特許電子図書館トップページ 

サポート活動はすべて無料です

（略称：特許情報アドバイザー）

欧州特許庁のesp@cenet

4 技術の相談はお気軽に奈良県工業技術センターへ　�０７４２-３３-０８１７
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　「特許・意匠初級編」、「特許中級編」、「商標編」では、特許庁の特許電子図書館( I P D L )を
用いた検索方法について説明します。また、「外国データベース(特許)編」では主に欧州特許庁
の esp＠ cenetを用いた検索方法について説明します。
　・開催時間：14：00～16：00
　・開催場所：なら産業活性化プラザ3階
　　　　　　　奈良県工業技術センターCAD研修室
　・要予約（定員　各10名）
　・参加費無料
　・各自が操作できるパソコン有り

5

平成２０年度特許情報講習会（無料）のご案内　奈良県知的所有権センター
募
集

やむを得ず開催日時を変更する場合がありますので
必ず事前申込をお願いします。

 【お申込・お問い合せ先】
　TEL：0742-33-0863
　FAX：0742-34-6215
　奈良県知的所有権センター　島本 勇治
　〒630-8031　奈良市柏木町129-1
　（なら産業活性化プラザ
　　(社)発明協会 奈良県支部内）

チェック 開催日 　 特許情報講習会名

 5月14日(水) 特許・意匠初級編

  6月 4日(水) 特許・意匠初級編  

 6月11日(水) 特許中級編（FI・Fターム検索がメイン）

 7月 2日(水) 商標編

 8月 6日(水) 外国データベース(特許）編

  9月 3日(水) 特許・意匠初級編

  9月17日(水) 特許中級編（FI・Fターム検索がメイン）

 10月 1日(水) 商標編

 10月 8日(水) 外国データベース(特許）編

 10月22日(水) 特許・意匠初級編

 11月26日(水) 特許・意匠初級編

 12月10日(水) 特許中級編（FI・Fターム検索がメイン）

 1月21日(水) 商標編

 2月18日(水) 特許・意匠初級編

2008年

2009年

なら産業活性化プラザ　3階

奈良県工業技術センター

CAD研修室

参加希望講習会名

ご出席者氏名

貴社名・貴団体名

ご住所

電話番号

Eメールアドレス

※申込書記載内容について、個人情報を含む場合がありますので弊所では適正な管理のもと、この事業実施に必要な事務に
　のみ利用し、かつご本人の許可なく第三者に提供致しません。

開催日

FAX

〒

参加申込書（ 必要事項をご記入の上FAXでお申し込み下さい。FAX宛先：0742-34-6215 ）

開催場所

技術の相談はお気軽に奈良県工業技術センターへ　�０７４２-３３-０８１７
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奈良県工業技術センター事業概要　　平成20年度

県
内
中
小
企
業
の
技
術
支
援

技術指導・
　　 支援の充実

適正計量の
　　　 推進・啓発

人材養成の推進

研究開発の重点化

情報提供の充実
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依頼試験・設備機器の開放
企業から依頼された分析や試験を行う。
また、センター保有の設備機器を企業へ開放する。

小規模企業巡回支援事業
職員が企業訪問し、技術支援や相談を実施する。

皮革産業支援事業
代表的な地場産業である皮革産業界の活性化を図るため、業界の技術
的諸問題の解決を行う。

ものづくりオープンラボ事業
企業の技術者がセンター設備を使用し、実用化・商品化のための研究
開発を実施する支援を行う。

ISO14001認証事業
ISO14001の認証取得を目指す企業への支援を行う。
研究者養成研修事業
県内企業の技術者を受け入れ、研究開発に対応できる人材の養成を支援する。

研究型エンジニア養成事業
中小企業における技術者を対象としたCAD技術の研修を実施する。

基本研究実施事業
研究開発評価制度に基づいて採択された研究開発テーマを実施し技術  
シーズの蓄積を図る。

技術継承支援事業
幅広い専門知識・経験・企業へのコネクションを有する嘱託職員を配
置し、専門性の高い技術支援、職員への技術継承を行う。

研究員技術力向上事業
県内技術ニーズの多様化への的確な対応等のため、研究員を大学等研
究機関へ一定期間派遣し、技術力の向上を図る。

新規天然繊維の開発
葛根繊維を主に、奈良と関わりの深い天然繊維素材から繊維糸・製品
を開発する。

高機能有機部材の開発
ナノテクノロジーの活用により高強度・耐熱性プラスチック材料を開発する。

機能性強化食品の開発
クズの葉に含有される機能性を有効利用し、新規食品の開発を目指す。

機能強化DLC膜による機械部品の高度化研究
機械関連製品の使用環境や用途に応じて必要な機能を強化したDLC
膜を被覆することによって各製品の性能向上と高度化を図る。

研究開発用備品設置事業
研究開発評価制度による研究開発用の設備機器を設置し、企業の技術
支援の基盤強化を図る。

受託・共同研究推進事業（企業、国）
企業から委託された研究課題や競争資金による提案公募型の産研学連
携の研究開発を行う。

研究、業務の成果等の広報
研究報告、業務報告、技術情報誌の発行とホームページの運営を行う。

適正計量の推進と計量思想の普及・啓発及び啓蒙
計量法に基づく計量器の適正検定・検査とその関連業界への計量思想
の普及・啓発及び啓蒙を行う。

技術の相談はお気軽に奈良県工業技術センターへ　�０７４２-３３-０８１７



会計経理、庶務、ＩＳＯ総 務 課 庶 務 係

課長 係長 主査 主査
（兼）河西 功二 小山 大介 大槻 康夫 土平 尚美

次
長

技術交流、試験研究開発業務の企画立企画･交流支援部門 企画･交流支援ﾁｰﾑ
案調整、広報、知財に関する事、ＩＳＯ

河
西 統括主任研究員 総括研究員 主任研究員 主査

所 三橋 正典 （兼）三橋 正典 西岡 克裕 繁桝 佳代
長 功

二
計量器に関する事業届出、計量証明事山

業の登録、計量器の検定・検査、基準器中 計 量 検 定 室 計 量 係
の検査、計量管理・思想の推進、ＩＳＯ

信 次
介 長 室長 （兼）係長 主査 主査

乾 利行 枩永 光久 坂井 敏明 中田 雅章

奥 副主幹 嘱託
西 枩永 光久 　 北

繊維・高分子製品等の製造、加工、評健
価、品質管理等に関する技術開発・指導二 工 業 技 術 部 門 繊維･高分子技術ﾁｰﾑ
・相談、ＩＳＯ、環境保全技術

（繊維・高分子） 総括研究員 主任研究員 主任研究員
統括主任研究員 三木 靖浩 首藤 明子 辻坂 敏之
安田 則彦

総括研究員 主任研究員 技師
植村 哲 足立 茂寛 大江 和希

食品・毛皮革製品等の製造、加工、評（食品）
価、品質開発等に関する技術開発・指導統括主任研究員 食品･毛皮革技術ﾁｰﾑ
・相談、ＩＳＯ、環境保全技術松澤 一幸

総括研究員 主任研究員 主任研究員
清水 浩美 大橋 正孝 都築 正男

（毛皮革）
統括主任研究員 総括研究員 主任研究員 主任研究員
南田 正紀 （兼）南田 正紀 野村賀寿雄 城山 二郎

機械金属製品等の製造、加工、評価、
精密測定、ＵＤ、電気電子技術、情報関
連技術に係る技術開発・指導・相談、Ｉ（機械･電子･情報）
ＳＯ、環境保全技術統括主任研究員

谷口 正
総括研究員 主任研究員 主任研究員
浅野 誠 澤島 秀成 木村 豊恒

主任研究員 主任研究員
林 達郎 福垣内 学

主任研究員 主任技師
梅本 博一 若子 倫菜

企業ニーズの把握・企業とのネットワー（技術継承支援）
ク構築、損失する専門技術分野における
技術支援・研究開発業務の補填、専門技
術の内部研修講師

事 務 職 ９ 名
職 員 数 ３７名 技 術 職 ２６ 名 嘱託

嘱 託 ２ 名 西村 敬一

田 昌弘

機械・電子・情報技術ﾁｰﾑ

（事）

（研）
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奈良県工業技術センター組織体制  平成20年4月1日現在
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　奈良県工業技術センターでは中小企業の技術支援の一環として、企業の技術者、
研究者の人材養成を推進しています。研究者養成研修事業は平成6年より10年以上、
人材養成の中心事業として実施してきた主要事業です。この事業は県内中小企業の
研究者及び技術者等の皆様が、当センターにおいて職員と共同で各企業の技術的課
題に取り組み、創造的な研究開発に対する能力を高めていただくことを目的として
います。研修方法は研究活動を通じて企業ニーズに沿った技術を修得する方式で、
職員とマンツーマンで技術課題の問題解決を図ります。以下に示すように各テーマ
1人あたり30日程度の日程で研修を実施します。

次号は８月１０日発行予定　 ２００８.５-１５００ 
再生紙を使用しています 

■編集発行
なら産業活性化プラザ技術だより 技術だより 

Vol.２６ No.１（通巻１４１号）

平成２０ 年 ５月１０日発行　 eメール：kogyo-tc@office.pref.nara.lg.jp
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奈良県工業技術センター　なら技術だよりＮo.141（2008.5）

募集 平成20年度　研究者養成研修募集のご案内

【募集テーマ名・募集人員・日数】
　　　　　　　　　　　　　募集テーマ名　　　　　　　 募集人員　　　 日数

　　　　（1）　　繊維製品高機能化技術研修　　　　　　　　1 名　　　30日程度

　　　　（2）　　プラスチック・ゴム技術研修　　　　　　　1名　　　30日程度

　　　　（3）　　食品加工高度化技術研修　　　　　　　　　2名　　　30日程度

　　　　（4）　　無機材料の機器分析技術研修　　　　　　　2名　　　30日程度

【対 象 者】
  　　県内の中小企業者又はその従業員で、研究テーマに関連する専門分野で5年以上の
  　実務経験を有している者、若しくは知事が特に認める者。　

【研修期間】
  　　研修期間は、平成20年7月下旬から平成21年3月末までのうち適当な期間。

【費　　用】　1テーマ　30,000円

【申込期間】
　　　平成20年6月16日（月）～6月27日（金）　（必着）

【申込方法】
　　  研修に参加を希望する企業は、研修テーマ別に申込書（第1号様式）によりお申し
  　込みください。なお申込書は奈良県工業技術センターホームページからもダウンロード
　  できますのでご活用下さい。（ http://www.pref.nara.jp/niit/ ）

●申込み・問い合わせ先 ： 奈良県工業技術センター　企画・交流支援チーム　担当：繁桝
　　　　　　　　 　　 　 TEL：0742-33-0797　 　FAX： 0742-34-6705
                                    E-mail : kikaku-kogyo-tc@office.pref.nara.lg.jp


